
は
じ
め
に

黄
塵
万
丈
を
祐
径
し
て

ｌ
日
中
戦
争
期
の
北
京
に
お
け
る
日
本
人
結
社
「
燕
京
文
学
社
」
に
つ
い
て

様
々
な
資
料
を
読
み
込
ん
で
推
測
す
る
ま
で
で
あ
る
。
文
学
資
料
の
一
つ

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
「
燕
京
文
学
」
で
あ
る
。

「
燕
京
文
学
」
は
北
京
在
住
の
日
本
人
に
よ
る
文
学
結
社
「
燕
京
文
学

社
」
の
同
人
誌
と
し
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
北
京
に
お
け
る
唯

一
無
二
の
日
本
語
文
学
雑
誌
と
し
て
、
日
本
文
学
研
究
、
と
り
わ
け
い
わ

ゆ
る
「
外
地
文
学
」
研
究
に
と
っ
て
は
貴
重
な
資
料
を
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
現
在
神
奈
川
近
代
文
学
館
に
は
第
五
号
以
外
に
創
刊
号
か
ら
終

刊
号
ま
で
の
現
物
ま
た
は
複
製
品
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
国

家
図
書
館
に
は
、
第
一
、
二
、
三
、
四
、
六
、
七
、
一
七
、
一
八
号
の
現

物
が
入
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
「
北
京
の
光
苦
・
中
薗
英
助
の
世
界
」
で
「
燕
京
文
学
」
と

竹
内
好
や
武
田
泰
淳
ら
主
宰
の
「
中
国
文
学
」
と
の
関
連
性
を
考
察
し
た

立
石
伯
氏
の
「
「
燕
京
文
学
」
と
「
中
国
文
学
」
ｌ
倫
陥
区
・
北
京
か
ら

郡

双
双
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日
中
戦
争
期
、
北
京
は
八
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
日
本
の
支
配
下
に

置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
史
実
は
、
栄
光
溢
れ
る
北
京
の
歴
史
に
屈
辱
の
八

年
間
が
刻
ま
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
北
京
人
ひ
い
て
は
中
国
人
に
と
っ
て

顧
み
る
に
堪
え
が
た
い
苦
痛
な
出
来
事
で
も
あ
っ
た
。
精
神
的
な
打
撃
ば

か
り
か
、
多
く
の
人
は
北
京
を
後
に
、
砲
火
に
追
わ
れ
な
が
ら
転
々
と
し

た
生
活
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
、
新
た
な

出
発
と
し
て
北
京
に
や
っ
て
き
た
各
分
野
の
日
本
人
が
一
気
に
増
え
た
。

（
１
）

一
九
二
一
七
年
に
は
お
よ
そ
四
千
六
百
人
の
日
本
人
居
留
民
が
、
戦
中
の
間

（
つ
】
）

は
五
万
人
に
も
増
加
し
た
。
当
然
な
が
ら
、
お
の
お
の
異
な
る
目
的
で
北

京
に
い
た
こ
れ
ら
の
日
本
人
居
留
民
は
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
て

い
た
の
か
を
知
り
尽
く
す
の
は
も
う
不
可
能
で
あ
る
。
後
人
の
私
た
ち
は



の
光
苦
」
と
い
う
論
考
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
立
石
伯
が
五
、
一
四
、
一

五
、
一
六
号
に
目
を
通
っ
て
お
ら
ず
、
燕
京
文
学
社
の
全
容
へ
の
解
明
を

重
心
に
し
な
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か
正
面
か
ら
燕
京
文
学
社
を
取
り
上
げ
る

も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、

立
石
伯
氏
は
「
一
面
で
は
中
国
の
現
地
で
の
文
学
活
動
と
努
力
が
、
敗
戦

後
日
本
で
も
異
な
っ
た
形
で
維
持
・
展
開
さ
れ
な
い
点
が
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
他
面
で
は
な
に
よ
り
も
「
燕
京
文
学
」
あ
る
い
は
戦
中
の
華
北
や
北

京
に
お
け
る
日
本
人
文
学
社
に
つ
い
て
の
研
究
が
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な

（
３
）

い
こ
と
な
ど
が
そ
の
遠
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
」
と
分
析
し
た
。
そ
こ
で

数
年
来
日
中
戦
争
期
の
北
京
に
注
目
し
つ
つ
あ
っ
た
筆
者
は
、
本
稿
に
お

い
て
燕
京
文
学
社
の
実
態
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。

一
、
「
萌
へ
出
づ
る
」
ｌ
「
燕
京
文
学
」
の
創
刊

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
燕
京
文
学
」
は
北
京
在
住
の
日
本
人
結
社

「
燕
京
文
学
社
」
の
同
人
誌
で
あ
り
、
「
燕
京
文
学
会
」
が
結
成
し
て
数
か

月
後
に
創
刊
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
創
刊
号
の
奥
付
に
よ
る
と
、
「
昭
和
十
四

年
三
月
二
十
五
日
納
本
昭
和
十
四
年
四
月
一
日
発
行
」
、
「
編
輯
兼
発
行

人
」
が
引
田
春
海
で
、
北
京
新
聞
社
印
刷
部
か
ら
印
刷
さ
れ
、
「
北
京
米
市

大
街
青
年
会
三
楼
四
縦
燕
京
文
学
社
」
か
ら
発
行
さ
れ
る
。
「
領
価
一
冊

三
十
銭
」
、
会
員
希
望
者
は
「
一
年
三
回
六
十
銭
、
半
年
一
回
八
十
銭
」
を

納
め
る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
上
記
住
所
は
大
方
「
燕

（
５
）

京
文
学
社
」
同
人
が
集
う
場
所
で
あ
ろ
う
。
「
米
市
大
街
」
は
一
九
四
七
年

市
内
道
路
の
名
称
整
理
、
変
更
に
よ
っ
て
現
在
の
東
四
南
大
街
に
合
併
さ

れ
て
、
そ
れ
と
呼
ば
れ
る
通
り
が
も
う
地
図
か
ら
見
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
が
、
バ
ス
停
留
所
の
名
前
と
し
て
残
り
、
名
残
が
感
じ
ら
れ
る
。

「
燕
京
文
学
」
の
創
刊
に
触
れ
る
上
で
は
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た

江
崎
磐
太
郎
と
い
う
人
物
に
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
江
崎
磐
太
郎

は
本
名
志
垣
忠
。
一
九
一
五
年
東
京
生
ま
れ
、
北
海
道
育
ち
。
彼
は
一
九

三
三
年
錦
城
中
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
東
京
発
声
映
画
脚
本
部
に
入
る
。

一
九
三
八
年
報
知
新
聞
社
連
絡
員
と
し
て
中
国
に
渡
り
、
徐
州
開
戦
時
、

天
津
、
済
南
に
い
る
。
八
月
、
北
京
新
聞
社
に
入
社
、
そ
の
ご
ろ
か
ら
「
燕

京
文
学
』
創
刊
を
考
え
始
め
た
と
い
う
。
つ
い
翌
年
四
月
に
「
燕
京
文
学
」

（
６
）

の
創
刊
に
漕
ぎ
着
け
た
。
そ
の
後
、
「
東
亜
新
報
」
創
立
と
と
も
に
文
化
学
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「
黄
塵
万
丈
。
こ
、
燕
京
に
も
春
の
萌
し
が
見
え
て
き
た
。
」

こ
れ
は
「
燕
京
文
学
」
創
刊
号
の
編
集
者
で
あ
る
引
田
春
海
が
「
編
輯

後
記
」
で
発
し
た
般
初
の
一
声
で
あ
る
。
そ
の
続
き
に
、
「
結
成
を
盟
し
て

（
４
）

よ
り
数
個
月
、
燕
京
文
畢
も
こ
、
に
い
よ
い
よ
萌
芽
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」

と
あ
る
。
黄
塵
が
依
然
と
猛
威
を
振
る
中
、
春
の
萌
し
と
共
に
「
燕
京
文

学
」
は
生
ま
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
時
は
一
九
三
九
年
四
月
で
あ
る
。



止
み
が
た
い
衝
動
ｌ
幼
い
私
等
の
出
髪
は
そ
の
一
語
に
蓋
き
る
。

戦
争
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
大
き
な
郷
換
を
前
に
尚
従
横
と
し
て

往
か
ん
と
す
る
私
等
は
激
烈
な
能
動
精
神
を
も
っ
て
、
此
虚
「
燕
京
」

に
集
合
し
た
。
先
づ
虚
妄
の
扉
を
打
ち
破
っ
て
一
躍
、
裸
の
人
生
に

還
元
し
、
マ
ン
モ
ス
の
悲
劇
に
埋
没
せ
ん
と
し
て
居
た
中
園
黄
土
の

巨
罷
に
我
々
民
族
の
高
い
激
し
い
理
想
を
謬
透
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

皮
膚
に
、
肉
に
、
骨
に
、
私
等
は
文
化
の
裂
烈
弾
と
な
っ
て
彦
み
込

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
燃
へ
る
生
命
の
矩
火
を
振
り
か
ざ
し

て
潅
透
す
る
私
等
で
あ
っ
て
こ
そ
秩
序
あ
る
東
亜
の
新
興
文
化
人
で

あ
り
、
居
留
他
（
マ
マ
、
地
の
誤
植
ｌ
筆
者
）
の
虚
妄
を
混
ぢ
へ〈

８
）

な
い
開
拓
者
で
あ
り
得
る
事
を
遠
く
故
圃
に
も
誇
り
得
る
の
で
あ
る
。

「
止
み
が
た
い
衝
動
」
に
駆
ら
れ
て
創
刊
を
発
案
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ

の
「
衝
動
」
に
は
、
東
亜
秩
序
を
変
え
て
い
く
戦
争
に
お
い
て
の
一
日
本

人
と
し
て
の
役
割
や
ら
、
マ
ン
モ
ス
と
い
う
巨
象
の
よ
う
に
消
滅
し
て
い

く
中
国
に
日
本
民
族
の
文
化
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
と
い
う
一
人
の
北
京
居

留
民
と
し
て
の
「
理
想
」
や
ら
、
さ
ら
に
居
留
地
の
虚
妄
を
打
ち
破
る
と

い
う
一
人
の
開
拓
者
と
し
て
の
責
任
、
と
い
っ
た
よ
う
な
様
々
な
思
い
が

含
ま
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
表
向
き
の
文
字
か
ら
こ
の
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
読
み
取
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
一
つ
の
同
人
誌
を
以
て
ど
れ
だ
け

中
国
に
日
本
文
化
を
移
植
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
は
、
高
が
知
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
の
時
代
に
は
こ
の
よ
う
な
志
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
彼
ら
も
こ
の
要
請
に
応
じ
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
「
崇
高
な
理
想
」
よ
り
更
に
切
実
な
理
由
は
、

精
神
的
「
虚
妄
を
打
ち
破
る
」
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
江
崎
磐
太
郎

は
同
誌
「
同
人
雑
感
」
の
コ
ラ
ム
で
こ
う
述
べ
た
。
「
理
想
に
向
か
っ
て
行

動
を
持
た
ぬ
と
云
う
事
ｌ
こ
い
つ
は
人
間
の
恥
だ
。
け
れ
ど
若
い
者
の

虚
空
に
浮
い
た
夢
は
い
け
な
い
ｌ
と
思
ひ
つ
い
た
。
燕
京
文
学
の
生
誕

は
、
と
も
す
る
と
虚
空
に
浮
き
そ
う
な
夢
が
、
塊
ま
り
燃
へ
上
が
り
な
が

（
９
）

ら
出
来
た
一
つ
の
行
動
な
の
だ
。
」
こ
こ
で
言
う
「
理
想
」
は
、
文
学
愛
好

者
が
集
っ
て
文
学
活
動
を
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
何
と
い

っ
て
も
、
北
京
に
は
こ
れ
ま
で
日
本
語
文
学
雑
誌
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
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芸
記
者
と
し
て
入
社
、
編
輯
局
文
化
学
芸
部
勤
務
。
一
九
四
二
年
十
月
、

北
京
文
化
協
会
設
立
、
文
学
部
委
員
に
推
さ
れ
る
。
一
九
四
三
年
に
二
八

（
７
）

歳
の
若
さ
で
亡
く
な
る
。

江
崎
磐
太
郎
が
「
燕
京
文
学
」
を
作
ろ
う
と
す
る
目
的
に
つ
い
て
は
、

創
刊
に
あ
た
っ
て
寄
せ
た
「
創
刊
の
癖
」
か
ら
す
こ
し
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
。



か
ら
で
あ
る
。

二
、
「
韓
穂
の
道
」
ｌ
「
燕
京
文
学
」
の
運
営
状
況

同
人
メ
ン
バ
ー
に
関
し
て
、
江
崎
磐
太
郎
が
「
創
刊
の
癖
」
で
「
私
等

の
仲
間
に
は
、
弾
創
を
受
け
て
尚
魂
を
さ
ら
け
出
し
て
一
線
に
通
課
の
活

動
を
し
て
来
た
男
が
ゐ
る
。
亦
新
聞
社
の
編
輯
室
に
最
後
ま
で
、
厳
正
な

る
文
化
人
た
ら
ん
と
目
に
等
し
い
報
道
網
を
守
っ
た
男
も
ゐ
る
。
他
留
学

生
、
満
載
マ
ン
・
…
：
」
と
記
し
た
よ
う
に
、
実
に
多
様
で
あ
る
。
ま
た
そ

の
一
文
を
読
ん
で
見
当
が
付
く
よ
う
に
、
燕
京
文
学
社
は
創
作
経
験
を
積

（
Ⅲ
）

五
日
）
よ
ｈ
ソ
十
銭
の
定
価
引
き
上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
つ
い
予
告
な

し
で
一
九
四
○
年
五
月
第
七
号
を
も
っ
て
一
時
停
刊
と
な
っ
た
。

一
九
四
一
年
五
月
、
復
刊
と
共
に
印
刷
所
を
新
民
印
書
館
に
変
更
し
た
。

こ
れ
以
降
、
不
定
期
な
が
ら
発
行
が
継
続
し
、
一
九
四
四
年
九
月
三
○
日

発
行
の
第
一
八
号
で
終
刊
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
『
燕
京
文
学
」
は
創
刊
当
初
か
ら
予
想
さ
れ
た
運
営
の
難

航
が
現
実
に
化
し
つ
つ
あ
る
。
戦
時
中
と
い
う
非
常
期
に
お
け
る
物
質
不

足
な
ど
に
よ
る
出
版
の
窮
境
か
ら
は
、
「
燕
京
文
学
」
も
他
雑
誌
と
同
じ
よ

う
に
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
発
行
が
遅
れ
た
り
、

誤
植
が
多
く
生
じ
た
り
、
印
刷
所
を
し
ば
し
変
更
し
た
り
、
一
時
停
刊
ま

で
に
追
い
込
ま
れ
た
り
す
る
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
。

三
、
燕
京
文
学
社
の
同
人
に
つ
い
て

１９６

結
論
か
ら
言
え
ば
、
「
燕
京
文
学
」
の
運
営
は
難
航
に
難
航
を
重
ね
た
。

編
集
者
の
引
田
春
海
が
創
刊
号
の
「
編
輯
後
記
」
で
「
我
々
の
今
後
辿
ら

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
道
は
、
経
済
的
に
も
そ
の
他
種
々
な
事
情
か
ら
推
し
て

見
て
も
健
か
に
練
蔽
の
道
で
あ
る
に
は
違
ひ
な
い
」
と
予
測
し
た
が
、
実

際
は
彼
の
予
測
通
り
に
な
っ
た
。

第
二
号
の
発
行
準
備
に
際
し
、
引
田
春
海
が
「
北
京
で
雑
誌
を
や
る
こ

と
が
、
い
よ
い
よ
困
難
な
こ
と
に
気
が
付
く
、
印
刷
機
の
不
備
、
活
字
の

少
な
い
こ
と
、
植
字
工
が
日
本
語
の
分
か
ら
な
い
支
那
人
で
あ
る
こ
と
か

ら
来
る
時
間
的
な
差
、
又
そ
れ
に
伴
ふ
校
正
の
難
し
さ
、
そ
れ
に
か
て
て

加
へ
て
印
刷
所
は
、
ど
こ
も
か
し
こ
も
大
繁
盛
で
あ
る
、
こ
ん
な
状
態
の

下
で
は
、
毎
月
の
印
刷
が
恩
ふ
や
う
に
な
ら
ず
、
印
刷
は
遅
れ
る
の
が
富

｛
皿
）

然
だ
」
と
そ
の
難
し
さ
を
打
ち
明
け
た
。
第
一
二
号
と
な
る
と
、
印
刷
所
を

最
初
の
「
北
京
新
聞
社
印
刷
部
」
か
ら
「
燕
塵
社
」
へ
の
変
更
を
強
い
ら

れ
た
。
当
初
の
毎
月
一
号
を
出
す
と
い
う
計
画
は
、
三
号
ま
で
無
事
全
う

こ
と
が
で
き
た
が
、
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
は
隔
月
の
発
行
と
な
り
、

そ
し
て
紙
代
、
印
刷
費
の
高
騰
に
よ
り
、
第
六
号
（
一
九
四
○
年
一
月
一



年
齢
、
職
業
、
性
別
を
問
わ
な
い
が
、
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
必
須
条

件
と
し
た
。
の
ち
の
ち
、
「
中
国
の
作
家
を
燕
京
文
畢
の
同
人
に
し
て
は
ど

う
か
と
云
ふ
意
見
ま
で
出
来
た
」
が
、
「
こ
れ
は
文
畢
創
造
の
本
来
の
立
場

（
旧
｝

か
ら
不
可
能
な
こ
と
」
と
し
、
中
国
人
の
入
会
を
断
っ
た
。
あ
く
ま
で
日

本
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
拘
っ
た
。

ま
た
、
第
四
号
（
一
九
三
九
年
年
八
月
二
五
日
発
行
）
以
降
、
時
折
名

前
と
住
所
が
書
い
て
あ
る
同
人
録
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ

に
よ
っ
て
同
人
数
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
三
号
ま
で
は
不
明
）
。
第

同
人
”
年
齢
、
職
業
、
性
別
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
す
べ
て
北
支
在
住

の
日
本
人
に
し
て
文
畢
愛
好
者
た
る
候
件
と
す
、
参
加
希
望
者
は
作

品
を
提
出
せ
ら
れ
た
し
。

作
ロ
叩
詩
、
評
論
、
小
説
、
戯
曲
、
シ
ナ
リ
オ
、
随
筆
、
等
如
何
な

る
形
式
に
於
て
も
自
由
、
枚
数
制
限
せ
ず
、
但
し
な
る
べ
く
現
地
大

（
吃
〉

陸
に
題
を
採
れ
る
も
の
を
望
む
。

四
号
の
同
人
録
に
は
一
一
人
の
名
前
が
並
ん
で
い
る
こ
と
に
加
え
、
創
刊

号
の
執
筆
者
が
一
二
人
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
見
れ
ば
、
創
刊
当
時
も
大

方
十
人
前
後
で
あ
ろ
う
。
一
九
四
○
年
五
月
に
一
八
人
ま
で
増
加
し
た
が
、

一
時
停
刊
と
な
っ
た
。
復
刊
の
際
は
二
八
人
の
同
人
を
有
し
、
一
九
四
三

年
六
月
ま
で
は
お
よ
そ
三
○
人
の
数
が
維
持
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
四
四

年
四
月
以
降
、
二
二
人
ま
で
に
減
少
し
た
。
同
人
ら
の
住
所
を
見
れ
ば
、

北
京
在
住
の
者
に
限
ら
ず
、
一
人
か
二
人
の
程
度
で
あ
り
な
が
ら
、
天
津
、

太
原
、
張
家
口
、
開
封
と
い
っ
た
所
か
ら
の
同
人
も
い
た
。
や
は
り
北
京

在
住
の
者
が
大
多
数
を
占
め
て
い
た
。

こ
こ
で
創
刊
号
の
執
筆
者
、
第
六
号
、
復
刊
後
の
第
一
号
で
あ
る
第
八

号
と
最
終
号
の
同
人
録
に
載
っ
た
名
前
を
掲
げ
る
。

創
刊
号
（
一
九
三
九
年
四
月
一
日
）
執
筆
者
》
野
中
修
、
月
山
雪
夫
、

江
崎
磐
太
郎
、
勝
野
洋
太
郎
、
谷
蘇
雨
人
、
池
田
顕
、
北
川
正
明
、

飯
塚
朗
、
遼
平
、
深
瀬
龍
、
木
谷
住
雄
、
朝
倉
康
（
計
一
二
人
）

第
六
号
（
一
九
四
○
年
一
月
一
五
日
）
同
人
録
“
江
崎
磐
太
郎
、
加

藤
正
之
助
、
飯
塚
朗
、
白
鳥
治
夫
、
木
田
春
夫
、
宮
古
田
龍
、
木
谷

住
雄
、
北
川
正
明
、
深
瀬
龍
、
勝
野
洋
太
郎
、
今
涛
亮
、
朝
倉
康
、

諸
橋
龍
泉
（
計
一
三
人
）

１９７

ん
だ
既
成
文
学
者
の
集
い
で
は
な
く
、
む
し
ろ
初
心
者
の
そ
れ
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
。

「
燕
京
文
学
」
の
同
人
・
作
品
募
集
に
あ
た
っ
て
、
次
の
よ
う
な
条
件
が

付
け
ら
れ
た
。



最
終
号
（
一
九
四
四
年
八
月
五
日
）
同
人
録
》
井
口
創
、
飯
塚
朗
、

岡
武
志
、
岡
崎
俊
夫
、
小
浜
千
代
子
、
川
遥
武
彦
、
木
田
春
夫
、
小

島
亮
、
清
水
信
、
杉
本
栄
治
、
田
坂
圭
三
、
辻
光
行
、
中
井
信
夫
、

中
薗
英
助
、
野
中
修
、
長
谷
川
広
、
平
野
岩
、
宮
古
田
龍
、
柳
漂
三

郎
、
大
和
孝
、
吉
田
焼
、
渡
部
庄
治
（
計
二
二
人
）

（
下
線
は
筆
者
よ
り
）

第
八
号
（
一
九
四
一
年
五
月
一
日
）
同
人
録
”
谷
本
知
平
、
井
口
創
、

川
遥
武
彦
、
飯
塚
朗
、
長
谷
川
広
、
小
池
常
作
、
折
生
宣
雄
、
大
島

徳
禰
、
上
田
官
治
、
小
野
漂
亘
、
木
田
春
夫
、
小
島
亮
、
小
池
亮
夫
、

酒
井
俊
作
、
宮
古
田
龍
、
野
中
修
、
大
島
忠
雄
、
江
崎
磐
太
郎
、
瓜

生
敏
一
、
久
米
広
一
、
緒
方
禾
、
山
名
亜
夫
（
計
二
二
人
）

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
名
前
を
一
瞥
し
て
ほ
と
ん
ど
文
学
界
で
名
の
知
ら
れ
て
い
な

い
人
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
強
い
て
言
う
な
ら
ば
、
「
中
国
文
学

研
究
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
飯
塚
朗
、
岡
崎
俊
夫
、
及
び
戦
後
本
格

的
に
作
家
と
し
て
活
踊
す
る
よ
う
に
な
っ
た
中
薗
英
助
が
目
を
引
く
程
度

で
あ
る
。
飯
塚
朗
は
最
初
か
ら
「
燕
京
文
学
」
に
関
わ
っ
た
が
、
岡
崎
俊

夫
は
ず
い
ぶ
ん
遅
れ
て
加
入
し
、
中
薗
英
助
は
第
十
号
（
一
九
四
二
年
二

月
一
日
発
行
）
の
同
人
録
に
初
め
て
名
前
が
見
ら
れ
る
。
同
人
の
ほ
と
ん

ど
は
、
無
名
人
物
な
た
め
、
彼
ら
の
生
い
立
ち
や
経
歴
を
全
部
究
明
す
る

の
は
資
料
上
で
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
例
え
ば
、
野
中
修
や
朝
倉
康

に
つ
い
て
は
「
燕
京
文
学
」
に
発
表
し
た
文
章
以
外
に
、
ま
っ
た
く
知
ら

な
い
わ
け
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
以
下
、
代
表
と
し
て
飯
塚
朗
と
中
薗
英
助

だ
け
に
つ
い
て
手
短
に
紹
介
す
る
。

飯
塚
朗
（
一
九
○
七
年
～
一
九
八
九
年
）
は
横
浜
生
ま
れ
。
一
九
三
六

年
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
支
那
哲
学
文
学
科
を
卒
業
。
在
学
中
、
同
人
誌

「
東
大
派
」
を
刊
行
し
、
中
国
文
学
研
究
会
で
竹
内
好
、
武
田
泰
淳
、
松
枝

茂
夫
ら
を
知
る
。
一
九
三
七
年
、
高
見
順
、
武
田
鱗
太
郎
ら
の
「
日
暦
」

同
人
と
な
る
。
一
九
三
八
年
北
京
に
渡
り
、
中
華
民
国
新
民
会
調
査
部
に

勤
務
。
一
九
四
三
年
華
北
映
画
公
司
に
勤
務
。
憲
兵
隊
に
逮
捕
さ
れ
拘
留
、

帰
国
。
四
四
年
応
召
、
中
国
戦
線
に
出
る
。
四
五
年
終
戦
、
蘇
州
で
捕
虜
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創
刊
号
と
最
終
号
の
同
人
メ
ン
バ
ー
を
比
較
し
て
見
れ
ば
わ
か
る
が
、

始
終
一
貫
し
て
メ
ン
バ
ー
と
し
て
在
籍
し
た
の
は
飯
塚
朗
と
野
中
修
の
み

で
あ
る
。
前
述
し
た
創
刊
者
の
江
崎
磐
太
郎
は
一
九
四
三
年
十
月
に
病
死

し
た
た
め
、
最
後
ま
で
見
守
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
三

人
の
他
、
一
時
停
刊
を
境
に
前
期
と
後
期
を
分
け
れ
ば
、
前
期
の
主
幹
メ

ン
バ
ー
と
し
て
木
田
春
夫
、
朝
倉
康
が
挙
げ
ら
れ
る
。
後
期
の
主
幹
メ
ン

バ
ー
に
は
宮
古
田
龍
、
長
谷
川
広
ら
が
い
た
。
メ
ン
バ
ー
の
出
入
り
が
あ



で
は
、
燕
京
文
学
社
は
ど
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
い
て
文
学
活
動
を
し

た
の
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
同
人
作
品
は
出
来
る
だ
け
中
国
に
題
材
を

四
、
燕
京
文
学
社
の
創
作
ス
タ
ン
ス

採
っ
た
も
の
と
要
求
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
現
地
の
生
活
に
根
差
し
た
文

学
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
主
幹
メ
ン
バ
ー
の
野
中
修
は
「
大
陸
文
学
箱
神

（
隅
〉

ｌ
序
論
と
し
て
」
で
「
日
本
文
華
の
貧
し
さ
は
、
多
く
は
出
来
合
の
、
ま

い
た
種
子
に
は
す
ぐ
明
日
に
も
そ
の
結
責
を
要
求
す
る
性
急
で
単
純
な
島

国
育
ち
独
特
の
民
族
性
に
因
る
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
性
急
な
日
本
文
学
を

批
判
し
た
。
さ
ら
に
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

か
、
る
大
陸
に
文
畢
の
建
設
を
為
さ
ん
と
す
る
事
自
腿
も
と
よ
り
容

易
な
業
で
は
な
い
。
単
純
な
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
ト
共
は
既
に
戦
勝
の
気

分
に
甘
く
も
同
化
し
て
今
日
に
も
明
日
に
も
文
化
の
花
練
凱
と
咲
き

ほ
こ
る
か
に
観
じ
て
ゐ
る
で
は
あ
る
ま
い
か
。
（
中
略
）
か
、
る
荒
地

に
文
化
が
責
を
結
ぶ
ま
で
に
は
五
十
年
百
年
の
誠
に
不
抜
な
る
堅
忍

さ
と
絶
え
間
な
き
逢
し
き
精
神
が
要
求
さ
れ
は
し
な
い
だ
ら
う
か
。

満
洲
を
含
む
今
日
の
大
陸
に
は
填
資
の
意
味
に
於
て
文
化
は
存
在
し

て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
も
の
は
た
ぎ
植
民
地
的
な
移
民
文
化
が

破
を
曳
い
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
る
。
左
様
な
鍍
行
的
文
化
を
我
々
は
大

陸
文
化
と
し
て
呼
び
育
て
あ
げ
培
っ
て
行
く
つ
も
り
は
な
い
。
（
中

略
）
現
地
で
文
筆
す
る
と
い
へ
ば
す
ぐ
に
も
砲
声
や
銃
声
に
あ
ふ
ら

れ
て
安
値
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
俄
か
造
り
の
モ
ッ
ト
ー
大
切
に
地
声
を

張
り
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
で
も
い
ふ
の
で
あ
ら
う
か
。
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生
活
。
四
六
年
復
員
。
一
九
五
一
年
よ
り
北
海
道
大
学
文
学
部
助
教
授
、

教
授
を
務
め
、
更
に
関
西
大
学
教
授
を
し
、
七
八
年
定
年
退
職
。
戦
時
中
、

蘇
受
殊
、
泳
心
、
張
恨
水
を
研
究
す
る
。

中
薗
英
助
（
一
九
二
○
年
～
二
○
○
二
年
）
、
本
名
中
園
英
樹
。
福
岡
県

出
身
。
旧
満
洲
を
経
て
、
一
九
三
八
年
に
北
京
へ
遊
学
し
、
東
亜
新
報
記

者
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、
執
筆
活
動
を
開
始
。
一
九
四
六
年
に
引
き
揚
げ

帰
国
し
、
一
九
五
○
年
に
「
近
代
文
学
」
に
「
焔
印
」
を
発
表
し
て
以
来
、

作
家
と
し
て
船
出
す
る
。
小
説
の
他
、
中
国
関
係
の
エ
ッ
セ
イ
も
多
く
書

き
残
す
。
一
九
九
三
年
に
『
北
京
飯
店
旧
館
に
て
」
に
よ
り
読
売
文
学
賞

受
賞
。遺

憾
な
こ
と
に
、
飯
塚
朗
に
し
て
も
中
園
英
助
に
し
て
も
戦
時
中
長
く

北
京
に
居
た
が
、
戦
後
「
燕
京
文
学
」
に
つ
い
て
あ
ま
り
語
ら
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
調
べ
た
限
り
で
は
「
燕
京
文
学
」
関
係
の
言
説
は
見
当
た

ら
な
か
っ
た
。
忌
偉
な
く
言
え
る
の
は
、
『
燕
京
文
学
」
は
彼
ら
が
青
春
時

代
に
汗
を
流
し
た
と
こ
ろ
に
違
い
な
い
。



要
す
る
に
、
時
間
を
か
け
て
現
地
で
戦
争
に
迎
合
し
な
い
純
粋
な
文
学

を
模
索
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
は
、
野
中
修
の
見
地
で
あ
る
。
そ
し
て
満

洲
文
学
を
模
倣
し
な
い
と
い
う
点
も
興
味
深
い
主
張
で
あ
る
。
燕
京
文
学

社
の
主
幹
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
彼
の
主
張
は
、
あ
る
程
度
燕
京
文
学
社
の

立
場
を
も
代
弁
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

燕
京
文
学
社
が
求
め
よ
う
と
す
る
純
粋
な
文
学
と
い
う
の
は
、
ま
た
日

本
本
土
の
文
学
を
基
準
と
す
る
文
学
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
「
華
北
文

化
の
考
察
と
我
々
の
立
場
」
で
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

日
本
内
地
の
文
化
、
そ
れ
の
頂
鮎
と
も
考
へ
ら
れ
る
東
京
の
文
化

に
封
す
る
思
慕
は
、
我
々
の
精
神
の
郷
愁
と
し
て
深
く
潜
在
し
て
ゐ

る
。
し
か
し
我
々
が
何
時
ま
で
も
そ
れ
を
も
っ
て
基
準
と
す
る
な
ら

ば
、
到
底
旅
行
者
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ら
う
。
我
々

自
身
の
成
長
は
、
い
ま
こ
の
華
北
に
お
け
る
現
賞
の
時
間
と
空
間
に

（
腸
）

あ
っ
て
正
し
く
育
ま
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

伝
統
文
学
と
互
い
に
照
ら
し
合
い
な
が
ら
、
そ
の
型
を
打
ち
破
っ
て
こ

そ
、
「
華
北
に
住
む
日
本
人
の
文
畢
、
創
造
の
場
を
見
出
し
得
る
」
と
い

う
。
日
本
伝
統
文
学
の
枠
に
拘
ら
な
い
方
針
で
あ
っ
た
。
付
け
加
え
れ
ば
、

こ
こ
で
い
う
「
既
製
の
型
」
は
満
洲
文
学
も
含
ん
だ
で
あ
ろ
う
。

（
Ⅳ
〉

一
九
四
一
年
七
月
、
多
田
裕
計
の
小
説
「
長
江
デ
ル
タ
」
が
第
一
一
二
回

芥
川
賞
を
受
賞
し
た
。
多
田
裕
計
は
同
人
で
は
な
い
が
、
現
地
中
国
に
取

材
し
た
小
説
で
あ
っ
た
た
め
、
燕
京
文
学
社
に
大
い
に
自
信
と
勇
気
を
も

た
ら
し
た
。
こ
の
受
賞
に
対
し
、
引
田
春
海
は
「
我
々
過
去
を
脊
負
ひ
未

来
に
立
つ
も
の
に
と
っ
て
は
、
長
江
デ
ル
タ
を
そ
の
侭
に
終
ら
す
こ
と
は

我
々
は
い
ま
「
華
北
」
に
あ
る
が
、
我
々
と
わ
が
文
畢
博
統
と
は
、
た

が
ひ
に
鏡
と
な
っ
て
、
新
し
い
姿
を
照
ら
し
あ
っ
て
ゐ
る
。
我
々
が
と
き

に
表
現
に
困
惑
す
る
の
も
、
た
だ
未
熟
な
る
た
め
だ
け
は
な
く
、
こ
の
鏡

に
映
ず
る
多
重
像
の
た
め
で
も
あ
る
。
こ
の
多
重
像
へ
の
積
極
的
虚
理
は
、

書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
に
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
が
、
此
虚
を
く

ぐ
り
ぬ
け
て
こ
そ
、
華
北
に
住
む
日
本
人
の
文
筆
、
創
造
の
場
を
見
出
し

得
る
の
で
あ
る
。

我
等
の
文
畢
も
、
表
現
の
技
法
に
そ
の
意
を
停
め
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。

裡
に
お
い
て
、
敵
に
打
ち
刺
ち
、
既
製
の
型
に
打
ち
勝
つ
以
外
に
は
な
い

（
脆
）

の
で
あ
る
。
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日
本
内
地
の
文
学
を
基
準
と
す
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
打
ち
破
る
べ
き

だ
と
さ
え
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
下
記
の
第
十
三
号
の
「
編
輯

後
記
」
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。



こ
の
よ
う
に
、
燕
京
文
学
社
は
独
自
の
創
作
方
針
と
立
場
を
持
っ
た
。

し
か
も
、
初
期
か
ら
「
小
さ
な
サ
ー
ク
ル
の
雑
誌
で
な
く
、
北
支
文
化
人

（
旧
）

全
体
の
雑
誌
に
し
た
い
」
と
意
気
揚
々
し
て
目
標
を
掲
げ
た
。
そ
の
目
標

が
達
成
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
何
よ
り
同
人
に
係
る
が
、
同
人
ら
の
意
欲

は
全
体
的
に
さ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
井
口
創
が
第
十
一
号
（
一

九
四
二
年
七
月
一
日
発
行
）
の
「
編
輯
後
記
」
で
漏
ら
し
た
不
満
か
ら
窺

え
る
。

で
き
な
い
で
あ
ら
う
。
現
地
の
生
活
に
深
く
根
ざ
し
、
生
命
と
し
て
の
芸

（
肥
）

術
を
求
め
る
こ
と
こ
そ
我
々
の
責
任
に
於
て
な
さ
れ
る
可
き
で
あ
る
」
と

前
読
の
後
記
で
引
田
兄
が
ふ
れ
て
ゐ
る
如
く
、
同
人
全
罷
の
意
慾
は

沈
滞
を
抜
け
切
れ
な
い
や
う
だ
。
こ
の
沈
滞
が
、
も
し
沈
潜
で
あ
る

な
ら
ば
幸
で
あ
る
が
。
復
刊
営
初
の
事
情
か
ら
し
て
、
従
来
の
内
地

に
お
け
る
同
人
雑
誌
の
如
き
同
志
的
結
合
を
欠
い
て
ゐ
る
こ
と
が
、

大
き
な
原
因
で
あ
ら
う
と
は
思
ふ
が
、
そ
れ
以
上
に
反
省
す
べ
き
こ

と
は
、
各
自
が
虞
に
主
燈
的
創
造
の
立
場
に
立
っ
て
ゐ
な
い
こ
と
だ

が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
い
は
ゆ
る
文
化
意
識
と
い
ふ
半
社
交
的
意
識
を

抜
け
切
れ
な
い
で
は
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
。
単
に
作
品
が
乏
し
い
と
い

ふ
だ
け
で
な
く
、
定
期
の
集
曾
に
も
ろ
く
に
出
席
せ
ず
、
お
互
ひ
に

何
と
言
っ
て
も
燕
京
文
学
社
の
大
多
数
が
文
化
人
と
言
え
る
ほ
ど
の
覚

悟
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
文
学
に
対
す
る
執
念
も
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
が
故
、
定
期
の
集
会
に
欠
席
し
、
顔
を
合
わ
せ
る
時
で
も
世
間

話
を
し
、
文
学
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
は
な
い
状
況
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
極
端
的
に
言
う
と
、
人
に
よ
っ
て
は
燕
京
文
学
社
を
郷
愁
を
晴
ら
す

場
所
と
視
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
燕
京
文
学
社
に
お
い
て
は
、
文
学
に
つ
い
て
語
り
合
う
「
燕
京

文
学
懇
話
会
」
が
開
催
さ
れ
た
が
、
二
回
程
に
と
ど
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
釦
）

一
一
回
目
の
時
「
天
候
悪
く
参
加
者
も
少
な
か
っ
た
」
。
懇
話
会
へ
の
参
加
も

熱
心
で
は
な
か
っ
た
と
窺
え
る
。

同
人
の
創
作
意
欲
の
低
迷
に
あ
い
ま
っ
て
、
「
武
器
」
と
さ
れ
て
い
た
紙

も
常
に
不
足
し
、
華
北
の
風
土
に
慣
れ
ず
肉
体
的
苦
痛
が
伴
う
中
、
最
後

「
我
ら
華
北
の
戦
ふ
文
畢
が
、
な
か
な
か
軌
道
に
乗
ら
な
い
で
、
我
々
自
身

（
湖
）

が
我
々
自
身
に
封
し
て
嘆
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
に
な
っ
た
。
実

際
の
と
こ
ろ
、
「
燕
京
文
学
」
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
で
は
、
江
崎
磐
太
郎
の

（
型
｝

「
風
土
に
病
む
家
」
だ
け
が
、
最
終
的
に
落
選
し
た
が
、
第
九
回
芥
川
賞

二
九
三
九
年
）
の
予
選
候
補
に
選
ば
れ
た
た
め
、
注
目
を
浴
び
た
。
そ
の

会
っ
て
も
、
（
マ
マ
）
加
減
な
世
間
話
で
お
茶
を
濁
し
、
議
論
し
合

ふ
こ
と
も
な
い
現
状
は
、
速
か
に
打
開
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
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。



こ
の
よ
う
に
、
小
さ
く
言
え
ば
燕
京
文
学
ら
し
い
文
学
を
創
る
の
に
は

中
国
文
学
が
必
要
で
あ
り
、
大
き
く
言
え
ば
華
北
文
化
を
築
く
の
に
は
中

国
文
学
を
引
き
離
し
て
は
い
け
な
い
。
い
わ
ん
や
、
同
人
の
中
に
飯
塚
朗

を
始
め
、
中
国
文
学
を
勉
強
・
研
究
す
る
よ
う
な
人
が
い
た
。
し
た
が
っ

で
も
な
い
。
む
‐

は
こ
う
述
べ
た
。

他
は
ほ
ぼ
評
価
さ
れ
ず
に
知
ら
れ
ず
じ
ま
い
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
立
石

伯
氏
は
「
「
燕
京
文
学
」
に
掲
載
さ
れ
た
諸
作
品
を
読
ん
で
み
れ
ば
、
相
当

こ
な
れ
た
、
文
学
と
し
て
の
質
の
高
い
も
の
が
多
い
。
中
薗
英
助
、
飯
塚

朗
、
野
中
修
、
江
崎
磐
太
郎
、
長
谷
川
弘
、
引
田
春
海
、
清
水
信
な
ど
の

（
調
）

諸
作
品
は
文
学
と
し
て
悪
く
は
な
い
小
説
、
評
論
群
で
あ
る
」
と
評
価
し

た
。

中
園
の
作
家
た
ち
を
知
ら
う
と
す
る
望
み
は
い
つ
も
変
ら
ず
に
持
ち

続
け
ら
れ
て
ゐ
る
し
、
最
近
と
く
に
職
烈
と
な
っ
て
、
中
園
の
作
家

を
燕
京
文
畢
の
同
人
に
し
て
は
ど
う
か
と
言
ふ
意
見
ま
で
出
て
来
た
。

五
、
現
地
中
国
文
学
と
の
関
係

前
述
し
た
よ
う
に
、
燕
京
文
学
社
は
「
燕
京
文
学
」
を
「
北
支
文
化
人

全
体
の
雑
誌
に
し
た
い
」
と
張
り
切
っ
た
。
「
北
支
文
化
人
全
体
」
に
は
中

国
人
も
含
ま
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
同
人
を
頑
な
に
日
本
人
に
拘
り
つ
つ

あ
っ
た
た
め
、
「
北
支
文
化
人
全
体
の
雑
誌
」
に
な
る
の
が
到
底
無
理
で
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
文
学
と
全
く
無
関
係
だ
っ
た
と
い
う
わ
け

で
も
な
い
。
む
し
ろ
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
っ
た
。
引
田
春
海

中
国
に
い
た
以
上
、
中
国
文
学
に
対
し
て
ま
っ
た
く
無
関
心
で
い
ら
れ

な
い
の
は
、
至
極
当
然
で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
燕
京
文
学
社
は
中
国
に
根

差
し
て
文
学
を
作
ろ
う
と
い
う
方
針
で
あ
る
か
ら
。
も
っ
と
も
、
新
た
な

華
北
文
化
を
構
築
す
る
に
は
、
中
国
人
の
力
を
抜
き
に
し
て
は
無
理
だ
と

い
う
認
識
も
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

我
々
は
共
同
の
生
活
に
於
て
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
亘
り
相
互
に
責
任
を

も
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
責
任
を
果
た
す
べ
く
努
力
せ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
我
々
は
華
北
で
溌
行
さ
れ
て
ゐ
る
雑
誌
は
一
つ
も
良

心
的
な
も
の
は
な
い
と
い
ふ
。
（
中
略
）
我
々
は
中
園
人
と
共
に
華
北

（
葛
）

の
文
化
を
創
り
得
る
基
礎
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

言
ふ
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
文
畢
創
造
の
本
来
の
立
場
か
ら
不
可
能

な
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
話
と
は
別
に
中
園
の
文
畢
を
知

（
割
）

ら
う
と
す
る
熱
情
は
、
十
分
満
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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て
、
彼
ら
は
中
国
人
女
性
作
家
氷
心
や
、
劇
作
家
曹
昌
、
小
説
家
張
恨
水

等
の
作
品
を
多
く
紹
介
・
翻
訳
し
て
掲
載
し
た
。

そ
れ
に
反
し
、
中
国
人
の
「
燕
京
文
学
」
に
対
す
る
関
心
は
濃
厚
と
は

言
い
難
か
っ
た
。
同
人
ら
の
作
品
も
中
国
人
に
翻
訳
・
掲
赦
さ
れ
た
が
、

管
見
で
は
「
華
北
作
家
月
遥
一
九
四
三
年
第
八
号
に
は
「
華
北
日
本
作

一
万
）

（
錫
）

家
短
篇
創
作
介
紹
特
輯
」
と
し
て
、
吉
田
焼
の
「
内
海
」
、
小
演
千
代
子
の

（
鋤
）

（
鋤
）

「
桂
花
」
、
清
水
信
の
「
帰
郷
」
が
訳
載
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
政
治
的
関

係
か
ら
考
え
て
も
そ
れ
が
無
理
は
な
か
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

終
わ
り
に

出
版
と
い
っ
た
土
壌
が
欠
け
た
う
え
に
、
多
く
の
同
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
低
か
っ
た
た
め
、
坊
裡
い
を
見
せ
つ
つ
文
壇
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ

ず
じ
ま
い
に
な
っ
た
。

最
後
に
、
本
稿
は
日
本
占
領
下
の
北
京
に
お
け
る
日
本
人
文
学
結
社
「
燕

京
文
学
社
」
及
び
そ
の
同
人
誌
「
燕
京
文
学
」
の
一
部
始
終
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
主
に
「
燕
京
文
学
」
に
依
拠
し
つ
つ
こ
れ
を
浮

き
彫
り
に
し
た
。
次
稿
で
は
作
品
に
つ
い
て
分
析
し
た
い
と
思
う
。

（
注
）

（
１
）
小
林
元
裕
「
華
北
分
離
工
作
期
北
京
の
日
本
居
留
民
」
、
「
環
日
本

海
研
究
年
報
」
第
十
八
号
、
二
○
一
一
年
、
四
五
頁
。

（
２
）
立
石
伯
。
燕
京
文
学
」
と
「
中
国
文
学
」
ｌ
倫
陥
区
・
北
京
か

ら
の
光
苦
」
、
同
「
北
京
の
光
苦
・
中
薗
英
助
の
世
界
』
（
オ
リ
ジ
ン
出

版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
八
年
）
に
所
収
。

（
３
）
同
上
、
六
四
頁
。

（
４
）
引
田
春
海
「
編
輯
後
記
」
、
「
燕
京
文
学
」
第
一
号
、
一
九
三
九
年

四
月
一
日
、
八
二
頁
。

（
５
）
一
九
四
四
年
四
月
三
十
日
発
行
の
第
十
六
号
よ
り
、
発
行
所
は

「
燕
京
文
学
社
北
京
市
内
六
区
南
池
子
民
竪
胡
同
一
読
北
京
文
化
協

会
内
」
と
な
る
。
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一
九
四
三
年
十
月
五
日
に
創
刊
者
の
江
崎
磐
太
郎
が
病
死
し
、
第
十
七

号
を
以
て
追
悼
号
と
し
た
。
続
い
て
第
十
八
号
（
一
九
四
四
年
八
月
発
行
）

も
同
人
渡
避
庄
治
の
追
悼
特
輯
を
組
ん
だ
。
次
々
と
亡
く
な
っ
た
同
人
の

運
命
を
共
に
す
る
か
の
よ
う
に
、
予
定
さ
れ
た
第
十
九
号
「
創
刊
五
周
年

記
念
の
小
説
特
輯
」
が
発
行
で
き
ず
に
、
「
燕
京
文
学
」
は
終
わ
り
を
告
げ

ら
れ
た
。

燕
京
文
学
社
は
、
単
な
る
内
地
文
学
の
延
長
と
し
て
位
置
付
け
ず
、
独

自
な
華
北
文
学
を
現
地
の
生
活
に
根
差
し
な
が
ら
気
長
に
創
り
出
そ
う
と

し
た
と
こ
ろ
で
、
文
学
の
花
を
咲
か
せ
る
に
は
必
要
な
指
導
、
創
作
素
質
、



（
旧
）
「
燕
京
文
学
」
第
十
四
号
、
一
九
四
三
年
六
月
二
十
日
、
「
編
輯
後

記
」
、
五
九
頁
。

（
ｕ
）
野
中
修
「
大
陸
文
学
精
神
ｌ
序
論
と
し
て
」
、
「
燕
京
文
学
」
第

一
号
、
一
九
三
九
年
四
月
一
日
、

（
旧
）
燕
京
文
学
同
人
「
華
北
文
化
の
考
察
と
我
々
の
立
場
」
、
「
燕
京
文

学
」
第
一
一
号
、
一
九
四
二
年
七
月
一
日
、
五
頁
。

（
肥
）
引
田
春
海
「
編
輯
後
記
」
、
「
燕
京
文
学
」
第
一
三
号
、
一
九
四
三

年
三
月
二
五
日
、
六
三
頁
。

（
Ⅳ
）
多
田
裕
計
（
一
九
一
二
一
一
九
八
○
）
、
福
井
県
福
井
市
出
身
、
小

説
家
、
俳
人
。
横
光
利
一
に
師
事
す
る
。
一
九
四
○
年
上
海
中
華
映
画

に
入
社
し
て
上
海
に
渡
り
、
翌
年
「
長
江
デ
ル
タ
」
で
芥
川
賞
を
受
賞

す
る
。
戦
後
石
田
波
郷
の
俳
誌
「
鶴
」
に
参
加
、
「
れ
も
ん
」
を
創
刊
・

主
宰
す
る
。

（
肥
）
引
田
春
海
「
編
輯
雑
記
」
、
「
燕
京
文
学
」
第
九
号
、
一
九
四
一
年

九
月
一
日
、
五
○
頁
。

（
岨
）
朝
岡
康
「
編
輯
後
記
」
、
「
燕
京
文
学
」
第
四
号
、
一
九
三
九
年
八

月
二
五
日
、
八
四
頁
。

（
釦
）
同
上
。

（
皿
）
長
谷
川
弘
「
編
輯
後
記
」
、
『
燕
京
文
学
」
第
十
七
号
、
一
九
四
四

年
八
月
五
日
、
一
○
四
頁
。
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（
６
）
「
東
亜
新
報
」
に
つ
い
て
別
稿
で
詳
述
す
る
が
、
こ
こ
で
簡
単
に
紹

介
す
る
。
日
本
「
北
支
軍
」
の
機
関
誌
と
し
て
一
九
三
九
年
七
月
一
日

に
発
刊
さ
れ
、
徳
光
衣
城
が
社
長
を
務
め
る
。
軍
機
関
紙
の
色
を
出
さ

な
い
た
め
株
式
組
織
に
し
、
資
本
金
は
三
十
万
円
で
あ
っ
た
と
い
う
。

新
聞
の
目
的
は
華
北
在
留
日
本
人
に
ニ
ュ
ー
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

あ
る
が
、
戦
争
に
勝
ち
抜
く
た
め
の
居
留
民
の
戦
意
高
揚
も
使
命
と
さ

れ
た
。
終
戦
後
、
中
国
に
接
収
さ
れ
た
。
石
川
輝
編
「
東
亜
新
報
お
ぼ

え
が
き
Ｉ
戦
中
・
華
北
の
新
聞
記
者
の
記
録
」
（
東
亜
会
、
一
九
八
四

年
）
を
参
照
。

（
７
）
「
江
崎
磐
太
郎
略
歴
」
、
「
燕
京
文
学
」
第
一
七
号
、
一
九
四
四
年
八

月
五
日
、
六
四
頁
。

（
８
）
江
崎
盤
太
郎
「
創
刊
の
癖
」
、
「
燕
京
文
学
」
第
一
号
、
一
九
三
九

年
四
月
一
日
、
二
頁
。

（
９
）
江
崎
磐
太
郎
「
萌
へ
出
づ
る
」
、
「
燕
京
文
学
」
創
刊
号
、
一
九
三

九
年
四
月
一
日
、
七
六
頁
。

（
皿
）
引
田
春
海
「
編
輯
後
記
」
、
第
二
号
、
一
九
三
九
年
五
月
一
日
、
一

○
四
頁
。

（
ｕ
）
「
燕
京
文
学
」
第
六
号
、
一
九
四
○
年
一
月
一
五
日
、
「
お
断
り
」
、

一
二
三
頁
。

（
⑫
）
「
燕
京
文
学
」
第
四
号
、
一
九
三
九
年
八
月
一
日
、
八
一
頁
。



日
、
五
九
頁
。

（
妬
）
引
田
春
鍔

九
月
一
日
、
壬

（
認
）
「
燕
京
文
学
」
第
二
号
（
一
九
三
九
年
五
月
一
日
）
に
初
出
、
同
誌

第
十
七
号
（
一
九
八
八
年
八
月
五
日
）
「
江
崎
磐
太
郎
追
悼
号
」
に
再

録
。

（
羽
）
前
掲
立
石
伯
「
「
燕
京
文
学
」
と
「
中
国
文
学
」
ｌ
愉
陥
区
・
北

京
か
ら
の
光
苦
」
、
六
四
頁
。

（
型
）
「
編
輯
後
記
」
、
「
燕
京
文
学
」
第
十
四
号
、
一
九
四
三
年
六
月
二
十

引
田
春
海
「
編
輯
雑
記
」
、
「
燕
京
文
学
」
第
九
号
、
一
九
四
一
年

五
十
頁
。

抜
・
派
遣
さ
れ
て
北
京
大
学
で
留
学
し
、
中
国
文
学
を
専
攻
す
る
と
い

、
っ
。

（
釦
）
訳
者
は
そ
れ
ぞ
れ
王
真
夫
、
梅
娘
、
王
介
人
で
あ
る
。

（
す
う
そ
う
そ
う
／
中
国
中
山
大
学
外
国
語
学
院
）
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（
妬
）
周
作
人
を
中
心
と
す
る
華
北
作
家
協
会
の
機
関
誌
と
し
て
一
九
四

二
年
九
月
に
創
刊
さ
れ
、
一
九
四
三
年
八
月
に
終
刊
。
張
泉
「
愉
陥
時

期
北
京
文
学
八
年
」
（
中
国
和
平
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
を
参
照
。

（
訂
）
生
卒
不
詳
。
「
華
北
作
家
月
報
』
の
紹
介
に
よ
る
と
、
北
京
の
あ
る

会
社
に
勤
め
る
夫
に
随
行
し
北
京
に
渡
る
。
専
業
主
婦
。

（
鵠
）
生
卒
不
詳
。
「
華
北
作
家
月
報
』
の
紹
介
に
よ
る
と
、
北
京
に
来
る

前
に
上
海
に
滞
在
し
、
現
地
の
日
本
人
文
学
者
主
宰
の
『
長
江
文
学
』

に
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
。
燕
京
文
学
社
の
女
性

同
人
と
し
て
は
小
演
千
代
子
と
吉
田
怯
だ
け
で
あ
る
と
い
う
。

（
鋤
）
生
卒
不
詳
。
「
華
北
作
家
月
報
」
の
紹
介
に
よ
る
と
、
当
時
二
十
四

歳
。
明
治
大
学
出
身
、
一
九
四
三
年
八
月
に
、
日
本
文
学
報
国
会
に
選


